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釜戸町青少年育成町民会議
こ】団       亜綴颯

◇第2回瑞浪市青少年育成市民会議 平成 28年 2月 14日 (日 )

青少年育成に貢献された方への表彰状・感謝状の贈呈、青少年活動団体、モデル地区の実践

発表が行われました。スポーツ・禾□太鼓の技術指導を通して、向上′じ、礼儀作法、チームワー

ク等が培われたという報告がありました。また釜戸町の発表では、会場に中学生が登場し、具

体的な実践を紹介する場面もありました。

【受賞者の紹介】

:大内登志希 (大漱町)、 奥村裕平 (釜戸町)、 中京高等学校生徒会

:酒丼徳孝 (釜戸町)、 小倉博 (上岐町)、 伊藤道明 (明世町)、 伊藤卓男 (明世町)、

伊藤百合子 (明世町)、 土屋清五 (日 吉町)、 今町多香子 (日 吉町)       〔敬称略〕

※歳末助け合い募金活動、地域の公園の革刈リボランティア、夜間の見回り活動、和太鼓や卓

球指導など、多岐にわたり継続してご尽力いただきました。
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4年目を迎えた「フレッシュ トーク in瑞浪」。今年のテーマは「ふるさと
｀
瑞浪

″
を語る」です。

｀
瑞浪

″
の魅力や課題、将来への展望などについて若者と大人がイ申び伸びと意見交換をしました。今

回は初めて高校生が司会をしました。瑞浪の自然を生かした公園の整備や、移住者増加のための取

組、交通の便の改善など、高校生から多くのアイデアが出されました。また、教師や臨床検査技師を

目指すなど、将来の夢を力強く語る姿が印象的でした。意見交流の場を設けることは、大人と高校生

のよ Lり よい関係を築くことにつながります。若者たちがきまざまな人と築いた関係が、瑞浪への愛着

ゃ誇 Lり とな Lり 、未来のまちづくLり へと結びついていくのではないでしょうか。高校生は「まわ Lり の人

が司会をサポー トしてくれるので、話しやすかった」「自分が知らない瑞浪を知る機会になった」と

の感想を持っていました。 (「広報みずなみ 28・ 1・ 1」 よ Lり
)

○豊かな自然です。(山のある町、川のある町)

災害も少な<治安も良いと思います。

○歴史・伝統を感じます。(中山道の宿場町、

美濃歌舞伎)

○市民の人柄の良さ、地域のつながりの良さを

感じます。(他市からの通学生)…挨拶 〔行

ってらっしゃい・ お帰りなさい〕を交わす、

お祭りや文化祭で互いに協力し合う…

○サイエンスワール ド、化石、きなぁた瑞浪。

他にもゴルフや陶器で有名だと思います。

○バサラ瑞浪に学校単位で参加しています。踊

つたり、企画に参加したりして楽し<やつて

います。(高校生)

○住むにはいい所ですねえ。(子育てもしやす

いし、車があれば、多治見、名古屋、豊田に

も出かけやすい)

※中学生以下の医療費無料、学童保育…

春ず勝ゲームで楽しく f

「後出しジャンケン」「肩たたきゲーム」

「しりとり自己紹介」



ここが聞 r

○大型シ∃ッピングモール・映画館など、

若者が集まる場所、遊べる場所が欲し

いなぁ。

○駅前がさびれて活気がな <、 さみし<
思います。(少子高齢イヒ→消滅可能性都

市 ?)

○バスの本数が少ないので、車のない若

者には不便ですよ。(お年寄りもそうだ

と思う。)

○市街から少し離れるだけで、街灯が少

な <、 0音 <て ,い細いです。(も っと明る

<して<ださい。)

○瑞浪駅に降りても、名所がさつと分か

る看板がないので残念です。

○大手の企業への就職を考えているの

で、都会に出ようと考えています。(地

元にもつと就職□があるとよい。)

そこで提宮 ′

○瑞浪の魅力を発掘・発信して、将来、若者

が戻つてきたいと闇えるまちづ<り をし

よう。

○長期計画で “瑞 )良の売り"をつ<ろ う。(吉

野の桜・香嵐渓の紅葉・瑞浪の○○)

○山を生かして、市営の公園やオー トキャン

プ場を作り、若い人を呼び込もう。(温泉・

食堂―)

○看板、ちらし、インターネット等を利用し、

積極的に観光資源の情報発信をしよう。

(瑞浪出身の芸能人を観光大使に)※ バ

サラ、中山道、屏風山登山、城跡めぐり、

陶磁器…

○街灯を1曽やし、明るい町にしよう。駅前の

活性化を図ろう。

○バス路線を充実させ、車のない人 (若者・

お年寄り)の交通の便を図ろう。

○ボランティア募集の情報を若者 (中・高校

生)に活躍の場を与えよう。
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釜戸町青少年育成町民会議
町民会議全ての構成員の願いは、釜戸の子どもたちに笑顔が広

がることです。町民会議を構成する三部会、「教育部会」は生活

環境を整え、学習に集中できる環境づ<り に、「環境指導部会」

は子どもたちの安全確保に、「地上或推進部会」は多年代間の交流

や地上或行事への参加促進に精力的に取り組みました。

平成31年度の中学校統合により、子どもたちと地1或 との関わ

り合いが今以上に希薄になることが懸念されています。新しい中

学校へ進学した後も地域と関わり合いがもてるように、中学生に

よる自主ボランティア組織「釜戸校区ボランティア連合」が立ち上がり、夏まつりや文化祭の運営に参

加したほか、園児から大人までが太鼓集団を結成し、多年代の交流を図る取組も始まりました。今後も

町内行事や郷土文化に触れる機会への積極的な参加を呼びかけ、それぞれが地上或を構成する一員である

という自覚を育てることを目的に、青少年育成に取り組んでいきます。

日吉町青少年育成町民会議

=■
:  __   _■ 日吉町青少年育成町民会議では、青少年部会の活動の中で「夏祭

り」と「文化祭」の際、日吉中学校の生徒がボランティアとして参

加しています。今年度は、夏祭りに22人、文化祭に31人が参加

し、会場準備、司会進行、バザーの手伝い、後片付けと、大人に交

じつて活動しました。ぎこちないながらも一生懸命働<姿は、町民

の皆様にも好評でした。

大漱町青少年育成町民会議

昨年度の市民会議のモデル地区発表を契機に、若者の町の行

事への参加機会が増えてきました。本年は県青少年健全育成県

民大会に於いて若者リーダーである渡邊徹太朗君が、青少年の

部で青少年団体顕彰の表彰を受けました。また、本年は中学生

の参加も加わり、町の文化祭でも司会進行役や収穫祭のお手伝

いを積極的に行って<れました。

今後とも、若者が町の各行事に参加して盛り上げてくれるこ

とを望んでいます。

稲津町青少年育成町民会議

町民会議で活動方針を再確認し、それぞれ三部会の連帯を深め

ながら地上或の青少年活動の推進にあたりました。花いっぱい事業、

あいさつ運動、特に公民館、まちづくり推進協議会と連携しての

S、れあい映画会、町民夏祭、町民運動会では中学生のボランティ

アの参加も多 <、 準備から後片付けまで協力して行い地域の人皮

との交流もできたと思います。来季は稲津中学校の名は無<なり

ますが合併を機にますます多<の中学生 (高校生)ボランティア

の参加を期待します。

桑
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◆瑞浪地区青少年育成町民会議

今年度瑞浪地区は、青少年のボランティア活動の推進を目指し、「情

報の橋渡し」に力を入れ、次の4点を共通理解して実践を進めてきま

した。

1.各区輩出の青少年育成委員さんからそれぞれ行事情報を提出して

もらう。

2.各教頭先生やP tt A会長の方と一緒に内容を確認。

3。 中学生にはボランティアでお手伝い参加。

4. 」ヽ学生は行事参カロ。(中学生のお兄さんお姉さんの後ろ姿を見てもらう)。

※学校では体験できないような行事のお手伝いを通して、社会の仕組みやルールも身をもって感じ取つ

てもらえたらと願うのと同時に、地域の活動はいろんな人たちと一緒に作り上げるということを大人

も子どもも共に学べたらと願い、始めました。夏行事では2地区、秋行事では4地区並びに当市民会

議環境改善部会の駅前路面清掃『無ガム中』大作戦 (写真参照)では8名の中学生ボランティアに参加

をいただきました。岐阜放送で取材放映されたのは記憶に新しいところです。まだほんの小さな歩み

ですが、豊かな子どもたちを育む場につ<り上げていきたいと思います。どうぞこれからもご支援い

ただきますようlbよ りお願い申し上げます。

◆ 陶町青 少年 育成 町民会 議

陶町青少年育成町民会議では、三部会を中lbと して、地域・家庭・

学校が一つになつて青少年育成活動に取り組んでいます。特に今年

度は陶中学校の閉校に伴い、「陶町連合区」、「陶町明日に向って街づ

<り推進協議会」、「陶中学校の生徒」等、町全体で協力し合い、「あ・

うんコンサート」を始めとする各イベントなどを行つています。こ

うした町民一丸となって行う活動を通じて、陶町の青少年の健全育

成を行っています。

◆明世学区青少年育成町民会議

今年度で3回目となる『中学生と語る会』を 11月 28日 (土)に行い

ました。過去 2回の『中学生と語る会』は、テーマを決めての討論会形式

でしたが、今回は、過去のアンケートを参考に、中学生の皆さんの要望を

取り入れ、地元にある化石山地下l豪の見学を行いました。普段は立ち入り

禁止となっているので、参加して<れた中学生 17名全員が、初めての体

験となりました。そしてケーキを食べながらのフリー トーク、まちづ<り

青少年育成委員会 “音を楽しもう会"の皆さんのギターに合わせて参加者全員での合唱と、あっと言う

間に時間が過ぎてしまいました。日頃6、れあいの少ない中学生と地域の皆さんですが、楽しい時を共に

過ごし交流を深めることができました。

◆土岐地区青少年育成町民会議
2月 18日 (木 )、 「ガヤガヤ会議」を開きました。学校関係者、

区長会、青少年育成委員、民生児童委員など地上或の各代表が集まつ

て、子どもたちのことについてざっ<ばらんに話し合う会です。ケ

ータイ・ネットの問題では、「わが家のプラス 1ルール」の交流を

通して、まず親が手本を示すべきとの意見が多<出されました。ま

た、市で開催した「高校生と語る会」を参考に、次年度は「中学生

と語る会」を企画し、世代の違いを乗り越えた交流の場をもとうと

いう案が77K認 されました。
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◆夏季特胃u街頭指導 (夜間 )

7月 14日 (日 )から9月 13日 (日 )

りました。ありがとうございました。

〔初めて参加した方の感想より〕

○大人と子どもの居たい場所が違うということ

が勉強になつた。瑞浪の町の治安はよい。

○た <さんの方が瑞浪を見守 って <ださること

を初めて知った。もっと幅広<多<の人にこの

運動に関わつていただけるとよいと思つた。

○公園で高校生 4人が食べ物を食べながら話 し

合っていたが、声掛けをしたら素直な返事が返

―   ―

☆平成 28年 度 主な年間行事予定☆

0 5月 22日 (日 ) 第 1回青少年育成市民会議

0 6月 19日 (日 ) 瑞浪市主張大会

・ 11月 27日 (日 )高 校生と語る会

・ 2月 19日 (日 ) 第 2回青少年育成市民会議

(6)

までの期間に全 30日間、延べ 191名 の方のお世話にな

駅の周辺から土岐川の堤防沿いに、

そして市役所、バロー中央店から交番

に向かうコースを歩きます。ごみ拾い

も兼ねて若者への声掛け活動を続け

ています。

☆ 編 集 後 記 ☆

ケータイ・インターネット問題について

は、「家庭教育部会」での意見交流会、「環

境改善部会」主催の講演会、市 P連との連

携など、取組が一歩前進しました。今年度

の成果と課題を次年度につなげていきた

いと思います。

ってきた。
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「瑞浪市ケ…タイ0ゲーム機・ネットに関する家庭のルール■実践紹介

(今回 は学校 OP丁 ∧の具体 的な取組 を紹介 します。)

・情報モラルに関する講演会を実施した。

・中学校の期末テス ト取組期間と合わせて、小中合同で「親子で学応ヽ週間」として、ノーテレ

ビ、ノーゲーム、ノーパソコンを実施した。

・町民会議とP tt Aが連携して、バンフレットを作製した。

・県教育委員会が推進する「話そう、語ろう !わが家の約束」運動、実践カー ドに取り組んだ。

・幼小中一員教育推進協議会で、年間3回の家庭教育習慣を位置付け、テレビやゲームの時間

を30分以内にするよう働きかけた。

・家庭で話し合ってルールを決め、実践し、学級懇談会等で交流した。

※「親と子が同じ目標に向かって取り組めた。」「家族の関わりが上曽え、

一体感が感じられた。」という声が寄せられました。

反面「ネットトラブルにあった生徒、ネット依存的な生徒がいる。」

「約束はあつても、その確認ができな <、 守れていない家庭もある。」

という問題点も指摘されています。


